
２０２０年  １月  ５日 ≪新年礼拝・誕生祝福式≫ 

 主 日 礼 拝 

①８時半   ②10 時半     ③19 時 

 司  会  ①石井師   ②白川 達男兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師   ②石井 秀人兄  ③石井師 

賛  美   聖歌５８８番 & ～主の導きの中を～ 

主の祈り 

聖  書  ➀マタイによる福音書 28 章 16～20 節 

      ➁テサロニケ人への第二の手紙１章 10～12 節 

特別賛美  サインダンス 

メッセージ   ①「宣教にわが身をささげて」小林詩音副牧師 

      ➁「神の愛による神の国の大使」石井 潤牧師 

献  金   聖歌３９２番 ＆ ～愛する主の～ 

祝  祷              〔献金当番：和田姉・寺澤千姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美   ～主と～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．明けましておめでとうございます！今年も主の祝福を祈ります！(本日昼食なし) 

２．今週の祈祷会は、☆早天祈祷会:明朝６時。☆木曜祈祷会:①10時半～、 

②19 時半～、メッセージは、大川従道牧師。☆準備祈祷会:土曜夜８時。 

３．金曜夜７時～、Ｙ Ｃ Ｕ
ユースクラブアップ

が行われます。上田市城下地区防災センターにて。 

４．来週の日曜礼拝では、聖餐式。成人者祝福式。昼食後は執事会を行います。 

 

 
  

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔１/５－/１２〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 
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創世記 

１６－１８章 
１９・ 
２０章 

２１- 
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２４章 
２５・ 
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３０章 

３１・ 
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○ 

○○ 
○○ 
○ 

○ ○○ ○○ ○○ ○○ 
チェック 

1/12(日):聖餐式･成人者祝福式/執事会 16(木):大手家庭集会 

23(木):ＷＯＧＡ  25(土):千曲市バイブルスタディ 26(日):聖歌隊 



 
｢そのため、みんなのことを想い、いつも祈っている。あなたがたが神に選ばれ、用意されていた最

高な人生を歩み続け、イエスへの信頼から生まれる成果を発揮し、正しいことをする力がみなぎる

ように。そうすれば、誰もが神によって一変したみんなとその生き方を見て、我らが王たるイエス･

救世主
キ リ ス ト

の名を高く称賛する。そして、イエスのおかげであなたがたも、称賛される。〝ただ″、王たる

イエス･救世主
キ リ ス ト

と神の恵みのおかげでだ。｣        2テサロニケ5章11･12節〔ALIVE訳〕 
 

新年が明けました。2020年は日本にとってはオリンピックイヤー。開催国の一員としては、

何か不安と緊張がある中ですが、どうにか素晴らしい大会となって欲しいと祈り心で新年を

迎えています。皆様にとっても、素晴らしい一年となりますように祈っています。 

ただ今学んでいるテサロニケ人への手紙には、主のご再臨について多く書かれています。

迫害下にあった初代教会のクリスチャンたちにとってやがて出会う主との再会こそが最大の希

望であり、魂の拠り所でした。しかし、それが行き過ぎてしまい、世捨て人のように、この世と

隔離されてしまうような生き方になってしまった部分がありました。そのことに危険性を感じて、

パウロはこの世においてしっかりと信仰を成長させていくことを伝えていきました。 

私たちは主を信じて従っていくのですが、それは、決して自分中心になることではなく、かえ

って、神の愛によって、神の国の拡大のために、この地上において主を証しする生き方をして

いく。信仰深く歩むと共に、その軸足をしっかりともって、より力強く、聖霊に満たされて、忍

耐と信仰によって証ししていくものであると語られています（４節）。そして、彼らはその忍耐と

信仰とをその迫害と患難のただ中においてあらわしていきました。 

迫害と患難とは、信仰を忍耐強く守り抜く中で起ってくる闘いでもあります。闘いが苦しい

からと言って、信仰を捨ててしまう訳にはいきません。決して譲れないものです。闘うことが苦

しいために信仰を捨てて歩んでいるクリスチャンは多くいます。しかし、それでは名ばかりのクリ

スチャンとなってしまいます。力強いクリスチャンとは言えない状況です。 

日本はクリスチャン国ではないので、ヨーロッパやアメリカとは違い、クリスチャンであるという

だけで、理解してもらえない現実は多いと思います。だからこそ、クリスチャンであるということの

証が光り輝くものとなることも事実です。 

「恐れるな!小さい群よ。御国をくださることは父の御心なのである」とイエス様は弟子たち

におっしゃいました。正しいことをしていくということは、いつも少数派です。しかし、上記の１１

節のように、その力を主は豊かにお与えくださると約束しておられます。私たちには天国のカギ

が与えられています。それが与えられているのは教会、クリスチャンにだけです。そのカギを大

胆に用いて、絶望の中にいる方々を永遠の希望の世界にお導きすることができるのです。 

「神の愛による神の国の大使」 
～主と共に歩む日々をもっと力強く！～ 


